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令和２年６月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和２年６月２日（火曜日） 

開 会 １５時３０分 

閉 会 １７時１０分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 山内健 

委 員 中野昭子 

 （２）欠席者 

委 員 阿部英子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 石丸直哉 

  学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子 

  文化・スポーツ推進課長 原 寿江 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 
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○山本教育長 

  それでは、６月の定例教育委員会を始めさせていただきます。 

  教育長報告からお願いいたします。お手元の資料を御覧ください。 

  ５月１２日火曜日、定例教育委員会を実施いたしました。主な議案は、６

月補正予算についてでございました。 

  １４日木曜日、第２回の第五地区教科用図書採択協議会、これを直方市役

所で実施いたしております。宮若市、直方市、鞍手町、小竹町の４教育長が

集まっての会議でございます。 

  １５日金曜日、臨時校長会を実施いたしました。緊急事態宣言の解除を受

けまして、５月３１日までとしていた学校の臨時休業期間を、５月１９日ま

でに変更いたしました。 

  それに合わせまして、５月２０日から２９日が分散登校、６月１日から３

日まで午前中の通常登校、そして４日からが給食も始まりましての通常登校

となっております。 

  同日は、第１６回新型コロナウイルス感染症対策本部会議も開催されてお

ります。 

  ２０日水曜日、教育長会が実施されまして、令和元年度事務所重点施策の

達成状況について説明、事務所の学校訪問や教育センター等が実施する研修

なども中止になっているという連絡があっております。 

  新型コロナウイルスの影響により、先生方の研修の多くが中止になってき

ており、スケジュールにかなり大きな崩れが出てきております。 

  合わせて、令和３年度の新規採用予定数の発表がありまして、小学校のほ

うが本年度７１０名に対し令和３年度は６７０名。中学校のほうは令和２年

度２４０名に対しまして３年度が２８０名と、増加になっています。 

  ２１日木曜日、直方市まち・ひと・しごと創生本部会議。令和３年度より

第２期に入るというものでございまして、人口減少の課題に、各部課が一体

となった取組をし、持続的な社会を創生することを、目的とした会議でござ

います。 

  続いて６月１日月曜日、定例校長会議を実施いたしました。 

  ２日火曜日、本日ですが定例教育委員会。午前中に、今日から３日間にか

けて実施の予定ですが、各小中学校の校長の教育長面談、これに入っており

ます。 

  裏面のほうに行きまして、３日水曜日、４日木曜日と今言いました教育長

面談を続けて実施。 

  ５日金曜日、６月議会の告示となりまして、１２日の金曜日に本会議の提

案説明、そして翌１５日の週から一般質問が始まります。 
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  そして、２２日月曜日が質疑、そして２３日が委員会が３日間、２３、２

４、２５と続きまして２６日の金曜日が本会議、採決という流れで議会のほ

うが進みます。 

  ２４日水曜日、市人権推進会議。２５日木曜日に文化青少年協会評議員

会・理事会を予定しております。 

  主な行事の報告は以上でございます。何かございましたらお願いいたしま

す。よろしいですか。以上で終わらせていただきます。 

  引き続きまして議案に入らせていただきますが議案が３件ございます。順

次まいります。 

  まず議案第３号、「直方市教職員の働き方改革取組指針」の一部を臨時的

に変更することについて。学校教育課から管理主事。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  議案第３号「直方市教職員の働き方改革取組指針」の一部を臨時的に変更

することについて。「直方市教職員の働き方改革取組指針」の一部を臨時的

に変更することについて、別紙のとおり提案する。令和２年６月２日、直方

市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委任規

則第２条第１８号の規定により提案するものであります。 

  直方市教職員の働き方改革取組指針は、改訂版として平成３１年３月１日

に出されました。その中の３番、「具体的な取組について」にある（１）④

学校閉庁日の設定において、夏季休業期間中（８月１３日から１６日）とい

う表記がございます。これに対して令和２年度に限り、夏季休業中（８月１

１日から１６日）までとするという変更をお願いいたします。 

  変更の理由につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる臨

時休業によって生じた授業時数減に対する回復措置のため、夏季休業期間を

８月８日の土曜から８月１８日の火曜にしたことにより、学校運営上、教職

員、これは県費負担の教職員は夏季休暇が６日取ることが認められておりま

す。これを取得するために学校閉庁日を４日間程度設けないと休みの取得が

困難になることが予想されることのためです。 

  了承いただけましたら、変更後の対応につきましては、直方市教育委員会

ホームページ及び市報等を活用して広報いたします。学校は、学校だより等

を活用し、保護者及び地域へ広報いたします。校長は、所属職員に対し、学

校閉庁日に夏季休暇の取得を奨励するということを行います。 

  以上、提案をいたします。よろしくお願いします。 

 

○山本教育長 
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  夏季休業期間を８月８日から１８日に変更したことに伴っての改定です。 

何か御質問がございましたらお願いいたします。よろしいですか。 

  では、３号議案について承認いただけましたら、挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ３号議案につきましては可決されました。続いて、議案第４号でございま

す。令和３年度使用小学校教科用図書の採択について、お願いいたします。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  議案第４号、令和３年度使用小学校教科用図書の採択について、令和３年

度使用中学校教科用図書を別紙一覧表のとおり提案する。令和２年６月２日、

直方市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委

任規則第２条第１１号の規定により提案するものである。 

  資料２を御覧ください。令和３年度使用小学校教科用図書採択結果一覧表

です。この教科書は昨年度、第五地区の小学校教科用図書採択協議会で決定

された教科書であります。また、来年度もこれは法律に基づいて同じ教科書

を使うということになっております。 

 

○山本教育長 

この採択でよろしいかということの確認ですが、何か質問がございました

らお願いいたします。 

  よろしいですか。では、議案第４号について、承認いただけましたら挙手

をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

  議案第４号も可決されました。では、議案第５号、６月補正予算について、

お願いいたします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  議案第５号、令和２年度６月補正予算について、令和２年度６月補正予算

について、別紙のとおり提案する。令和２年６月２日、直方市教育委員会、

教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第４号

の規定により提案するものでございます。 
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  資料３の３枚目をお願いします。今回、新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策地方創生臨時交付金として、直方市には２億２，９４８万７，０００

円の内示がございました。その交付金を活用して直方市が実施していく予定

の全事業が４ページまで記載されております。 

  この中で教育委員会に関係する部分について、各課から説明させていただ

きます。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  歳出２款１項１０目男女共同参画推進費、１３節委託料で２１２万６，０

００円を計上いたしております。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

男女共同参画センターにおける平日１７時以降の夜間及び土・日祝日の館内

や各室利用後の換気や消毒作業等の業務のため、福岡県緊急短期雇用創出事

業交付金を活用し、業務委託する費用でございます。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  ３款２項１目児童福祉総務費、１９節負担金補助及び交付金におきまして、

１９０万円を補正いたしております。新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ために、学童クラブに消毒液等を購入するための費用であり、１クラブ当た

り１０万円の補助を行うものでございます。 

３款２項６目保育事業費１４０万円につきましては、市内保育所１４園に、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、消毒液等を購入する費用といた

しまして１園当たり１０万円の補助を行うものでございます。 

  同じく３款２項６目、１９節負担金補助及び交付金２５０万円につきまし

ては、市内保育所の登園自粛期間の副食費の補助金でございます。 

  ３款７項１目母子保健事業費、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と

いたしまして、現在乳幼児健診等を行う際にリモート、遠隔地での健診もし

くは相談業務を行えるようにするための事業費でございます。需用費１１節

１９万９，０００円は消毒液購入のための消耗品、それから１２節役務費９

万４，０００円につきましては、リモート健診に係る通信料、それから１８

節備品購入費１２８万７，０００円につきましては、携帯端末の購入費にな

っております。 

  １０款１項４目幼児教育振興費、１９節負担金補助及び交付金８０万円に

つきましては、市内幼稚園８園に係る新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ための体制維持補助金といたしまして、１園当たり１０万円、消毒液等を購

入する費用を補助するものでございます。 
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○教育総務課長（熊井康之） 

  １０款２項２目教育振興費１１節２１万５，０００円、セキュリティーが

かかったＵＳＢを購入するための費用でございます。教員等が家庭でも業務

ができるようにするために購入するものでございます。 

  １３節委託料６０７万６，０００円は、学校の遠隔学習・会議機能等の強

化事業です。ＧＩＧＡスクール構想による補助金の対象である普通教室以外

の職員室、会議室等に校内ＬＡＮを引き、遠隔授業等に対応するための予算

を計上いたしております。 

  １０款２項２目１，３５８万３，０００円、１８節備品購入費は、ＧＩＧ

Ａスクール補助の対象外の端末整備事業です。教員分、予備機分には補助が

ないため、該当の１９６機を購入するための予算を計上いたしております。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  １０款２項３目教育指導費１３０万１，０００円は、新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策事業の小学校の分として、１１校の児童に体温計、マス

ク、消毒液を配付した分の費用です。以上です。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １０款３項２目１１節教育振興費２１万５，０００円は、先ほどの小学校

と同様に、セキュリティーつきのＵＳＢの中学校分の購入費を計上いたして

おります。 

  １０款３項２目１３節２２１万円は、先ほどの小学校と同様に、中学校の

会議室、職員室等のＬＡＮ整備の費用として計上いたしております。 

  １０款３項２目１８節１，０８１万１，０００円は、これにつきましても

小学校と同様に、中学校の先生と予備のタブレット端末１５６台を購入する

ための予算として計上いたしております。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  １０款３項３目教育指導費６９万２，０００円。これは中学校の英語学力

の向上を図るため配置した三中と二中の支援員のための予算です。 

  １０款３項３目教育指導費５９万３，０００円です。中学校４校に体温計、

マスク、消毒液を配付しております。 

  次に、１０款３項３目教育指導費７８万４，０００円です。これは中学校

の英語力向上のために必要な学習ソフトの使用料として計上いたしておりま

す。 
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○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  １０款４項２目公民館費におきまして１３節委託料で１５０万３，０００

円を計上いたしております。先ほどの男女共同参画推進費と同様に新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため、中央公民館における平日１７時以降の夜

間及び土・日祝日の館内や各部屋の利用後の換気や消毒作業を行う業務の委

託料でございます。 

  １０款４項１２目文化施設費におきまして、１３節委託料で１０９万２，

０００円を計上いたしております。新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用し、文化施設指定管理業務委託として二つの事業を上げて

おります。一つ目は、直方市図書館の飛沫感染防止のパーテーションを設置

する費用として９万１，３００円。二つ目はユメニティのおがた大ホール及

び小ホールにインターネット環境を整備し、小ホールには無観客イベント等

でのオンライン配信設備の設置など感染症防止対策を講じた円滑な施設利用

を可能とするための整備費用で１００万円を計上いたしております。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  先決分で１０款教育費１項教育総務費７目教育支援委員会費２９４万円で

す。新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用して、長期休

業及び今後の新しい学校生活への適用に関わり支援が必要な児童生徒への心

身の状態をケアするためにカウンセラーを派遣しています。カウンセラーは

４中学校区の小学校１１校に対して３名を派遣しており、各学校年間約６０

時間ずつ対応してもらえるようになっています。例えば、１日に２時間から

３時間、それを週１回とすると半年間ほど行っていただくことになり、各学

校で心配な子供たちのケアを充実できると考えております。 

  以上、提案いたしました。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  ただいま令和２年度６月の補正、それから地方創生臨時交付金の内訳等の

説明がございましたが、何か御質問がございましたらお願いいたします。 

   

○山内委員 

  タブレット端末によるリモート乳児健診というのは、どのようなイメージ

になりますか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  今、コロナウイルスで健診ができていない状況にあります。現在、問診票
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を御家庭に配付し、保護者の方に子どもの状況を記入、送り返してもらって

から、電話で子供さんの状況を尋ね、その中で気になったことがある場合は、

かかりつけのお医者さんに行ってもらうなどの対応をとっています。 

お母さんが子供さんの状態について気づく方であればきちんとつなげるこ

とができるのですが、例えば４カ月とかであれば股関節脱臼していて、これ

からの育ちに影響が出る可能性がある場合でも、電話だけだと保護者の方が

気づかないことがあります。そこで、ライン電話を考えていますが、ライン

電話を通じて保健師が子供さんの全身状態を見ながらお話ができるような環

境を整えることを考えています。 

 

○山内委員 

  わかりました。子供たち、お母さん方が図書館開館をすごく待ち望んでい

ると聞きます。本を消毒する機械の導入とかは計画されていますか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  本の消毒については今、特設カウンターで行っていますが、返却分につい

ては、司書がきちんと消毒して元に戻しています。開館となるとどこの本を

触って返したのかが全く分からなくなるので、返却専用のボックスをつくっ

ておいて、そこに１週間ほど放置しておくとコロナウイルスはそのまま消滅

してしまうので、一々どこのページをめくったかという形で消毒をするより

も時間を置いてウイルスを消滅させるというほうが確実ではないかというこ

とで、そういった対応をしていこうかなと図書館では考えております。 

 

○山内委員 

  わかりました。下から風が出て本のページがめくられ、そこに光を当てて

殺菌するという機械を導入している図書館があるので聞いてみました。 

確かに時間はかかりますが、放置しておくほうが確実かもしれません。 

 

○中野委員 

  その間、その本を借りて見ることができないということにはなりますね。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  そうです。そのため、リクエストがあった場合は、きちんと消毒してお渡

しするように心がけています。 

 接客と本の消毒もあるので、司書には大変気を使っていただいております。 
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○山本教育長 

  そのほかございますか。よろしいですか。 

  では、議案第５号を了承いただけましたら挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  議案第５号も可決されました。続いて協議事項のほうに移らせていただき

ます。教育委員会教育施策の点検評価について、お願いいたします。 

  

○教育総務課長（熊井康之） 

  令和元年度の直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況

についての点検及び評価報告書について、説明させていただきます。 

  点検評価につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第

２６条の規定により実施するものでございます。 

  全体の概要について説明させていただきます。１ページ目には目次を記載

しておりますが、４番目の点検、評価に対する学識経験者からの意見につき

ましては、意見交換会後以後に添付する形になります。 

  ２ページ目は、評価の概要、３ページから５ページにつきましては、令和

元年度の教育委員会の活動状況、教育委員の名簿、学校訪問の状況について

記載しております。 

  ６ページ以降は、各課の評価シートを記載しております。教育総務課から

簡潔に説明させていただきます。シート１は、学校施設の整備・充実という

ことで、外壁改修や内部建具改修、そしてトイレ快適化事業の推進について、  

下段には、それに対する評価を記載しています。 

評価シートにつきましては、昨年度、梅田先生から福岡県の評価シートを

紹介いただきました。非常に簡潔で分かりやすいということで、今年度より

福岡県の様式に沿って作成しております。 

  ７ページをお願いいたします。学校におけるＩＣＴの推進ということで、

小中学校のホームページのアクセス数の状況を記載しております。 

  ８ページは、中学校給食の充実です。今年度の大きな課題として取り組む

ところでございますけれども、喫食率は目標値６０％に対して４７．２３％

と僅かに上昇しているところでございます。よって、達成状況につきまして

はＣを入れております。今後の課題として、中学校給食のあり方を根本的に

検討していくとしております。 

  ９ページ目をお願いいたします。小学校給食費の公会計化は、１１小学校
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に導入することができましたが、滞納処分体制につきましては整えきれてお

りませんので、達成状況はＢとしているところでございます。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  点検シートの５を御覧ください。確かな学力の育成、取組といたしまして、

授業改善の推進、基礎学力の定着のための支援及び補充学習等の推進、グロ

ーバル化に対応した教育の推進を上げています。１１ページを御覧ください。

ＩＣＴを活用した教育活動の推進です。取組・事業の成果と課題は６番に記

載しています。１４ページを御覧ください。昨年度の評価ですが、達成状況

は、小学校高学年への専科教員の配置をＡ。その下、直方市学力調査は、小

学校１年生から６年生まで学力調査を１２月に実施しました。全学年９５ポ

イント以上という目標でありましたが、達成した学年が少なかったというこ

とでＣでございます。その下、少人数指導、小中学校への学習・図書支援員

の配置等がＢ。１５ページ、英語教育指導者研修の実施、小中学校へのＡＬ

Ｔの派遣、英語ひろば、ＩＣＴ教育研修の開催等は目標どおり達成できまし

たので、Ａでございます。 

  １６ページ、評価シート６、豊かな心の育成の取組は６点、道徳教育の推

進、体験活動等の推進、人権教育の推進、いじめや不登校の対応。１７ペー

ジ、キャリア教育の推進、奨学金制度の充実を行いました。１９ページに進

みます。昨年度の達成状況ですが、道徳科授業の研修会等の実施の達成状況

はＡ、体験活動もＡ、ただ不登校児童生徒の割合の減少、これが昨年度を下

回るという目標値でございましたが、少し増加しました。目標を下回ったの

でＣです。中学生職場体験、中２のチャレンジウィークの実施、これは成果

もありましたのでＡです。奨学金の継続ということで、これはＢと評価して

おります。 

  ２０ページ、評価シート７、健やかな体づくりです。取組としては、運動

やスポーツをする習慣を定着させる取組と健康教育・安全教育の推進を行い

ました。２１ページをお開きください。スポコン広場の活用については、昨

年の実績や一昨年に比べて進まなかったという学校が多かったためＣです。

地区大会の参加も参加率が目標に到達しなかったのでＣということになりま

す。中学校外部指導者の活用はＢ。目標値は２０名でしたが１４名の派遣が

できました。２２ページ、健康教育の充実に関しましては全てＡ。目標は達

成できたと思っております。 

  ２３ページ、特別支援教育の充実です。取組は４点。連続性のある多様な

学びの場おける教育の充実、就学前における支援の充実、安全・安心かつ効

果的に学べる環境整備、安全・安心かつ効果的に学べる環境整備ということ
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で取組を行いました。達成状況ですが、臨床心理士による巡回相談は計画的

に行うことができました。また特別支援教育支援員の適正配置、これも３５

名の配置ということで、両方とも達成状況はＡです。２５ページ、各種特別

支援教育研修会、事務所、市の研修会等も全て実施することができましたの

で、Ａとしています。 

  次に２６ページ、評価シート９です。信頼される学校づくりの推進、取組

に関しては、教職員研修の改善・充実、学校運営・評価システムの充実、学

校・家庭・地域の連携強化、学校危機管理の徹底の４点です。達成状況は２

８ページを御覧ください。全教職員への救命救急講習の実施は達成ができま

した。教育論文への応募、これは昨年度に比べて応募数が少し減ったという

ところもございましてＣです。その他、放課後学習、コミュニティ・スクー

ルの推進等が今のところ計画どおり進んでいっていますので、Ａ及びＢ評価

でございます。以上です。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  ２９ページ、点検評価シート１０番からこども育成課分になります。去年

までは就学援助のみとなっておりましたが、今年度から内容を大幅に見直し

て作成しております。まず、就学前教育の充実として、発達に特別な支援を

必要とする子ども、家庭の支援体制充実ということで、１歳から５歳までの

乳幼児を対象とする療育教室のことと、幼稚園協会、保育協会の幼児教育研

修の実施ということで、幼児教育関係の補助金、それから幼稚園・保育所・

小中学校の教諭を対象としたペアレントトレーニングの勉強会実施のこと。

それから三点目に、保・幼・小が連携した教育プログラムの検討ということ

で、保幼小中高連携推進協議会のことと、平成３０年度に改定いたしました

児童要録のこと。それから四点目に、幼児教育無償化の実施について記載し

ております。３１ページ、就学前教育の指標といたしまして、療育教室につ

きましては相談件数を上げております。目標値に対して現状値は１，０９８

件ということで、達成状況はＡ。２番、研修会に参加した幼稚園教諭・保育

士の数については、目標値３１０人に対して３０９人ということでＢでござ

います。３番目の保育参観参加人数、目標値７６人に対して４３人というこ

とで達成状況はＣでございます。４番、無償化された児童の人数につきまし

ては、２，１８４人の目標値に対しまして現状値２，１８４人ということで

達成状況はＡとなっております。 

  ３２ページをお願いいたします。点検及び評価シート１１、発達支援の充

実ということで、一つ目が保・幼・小・中・高が連携した就学相談体制づく

りを上げております。二つ目に保育所、幼稚園、認定こども園への巡回相談
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体制の確立、三点目に食に関するネットワークづくりと乳幼児栄養指導の推

進、四点目に産後ケア事業の充実を上げております。３３ページをお願いい

たします。達成状況につきまして、一つ目の就学相談体制づくりにつきまし

ては、幼稚園と保育所から小学校に上がるときのサポートノートの作成数を

指標として上げております。目標値３９件に対しまして現状値は３９件で達

成状況はＡです。二点目、巡回相談実施回数は目標値２６４件に対し、２２

９件となっており、達成状況はＢ、三点目、離乳食教室に参加した人数は目

標値１８０人に対しまして、現状値は１４３人でＢ、四点目、産後ケア利用

者数は目標値１５人に対して現状値は１０人ということで、達成状況はＢと

しております。 

  ３４ページ、点検及び評価シートの１２です。子ども・家庭支援の充実と

いうことで、六点上げております。一つ目が、子育て情報の周知、二点目、

地域と連携した家庭児童相談と支援体制づくり、三点目、子育て応援リユー

ス協働事業の周知、四点目、自主活動団体と連携した食育の実施、五点目、

子育てサロンでの多世代交流の推進、六点目、学童クラブ施設の整備を上げ

ております。３６ページをお願いいたします。子ども・家庭支援の充実とい

たしまして、成果指標といたしまして、子育て冊子発行部数、目標値２，０

００冊に対しまして現状値２，０００冊、達成状況はＡです。二点目、延べ

相談件数に関しまして目標値を２，０００件と設定いたしまして現状値が３，

９２６件で達成状況はＡです。りちゃいけの譲受数に関しましては目標値が

１９，８２７件に対しまして現状値は２５，０００件で達成状況はＡです。

四点目、親子料理教室に参加した人数は目標値１２０人に対しまして現状値

は９７人ということでＢです。五点目、子育てサロンへの参加人数、目標値

２００人、現状値２３７人で達成状況はＡです。六点目、学童クラブ施設整

備につきましては、１棟を建ち上がりまして、現状値としては１棟というこ

とで施設整備が１棟分進んでいるところでございます。 

  ３７ページをお願いいたします。点検及び評価シート１３番目、取組とい

たしましては、子ども・子育て支援事業計画の改定ということで、令和２年

３月３１日に改定が終わっております。達成状況はＡでございます。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  文化・スポーツ推進課分を報告いたします。３８ページをお願いいたしま

す。青少年の健全育成と交流体験活動事業の充実ということで、１日キャン

プやチャレンジ教室の事業を実施しております。事業としては、カヌー体験

や料理体験、それから陶芸体験など行っておりますが、中身がやや固定され

ているということが最大の課題でありまして、令和２年度は大幅な刷新を図
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ろうということを課題としております。指標といたしまして、ほっぷ・すっ

てぷ・キャンプやチャレンジ教室開催回数、それから申込者数を上げており

ます。数的にはクリアしておりますが、内容としてはＢということで挙げさ

せていただいております。 

  ４０ページをお願いいたします。同じく青少年の健全育成と交流体験活動

事業の充実ということで、「はつらつ塾」受講生及び地域の高齢者によるふ

れあい交流事業の推進を上げております。 

  こちらについては高齢者向けの学習講座「はつらつ塾」の受講生が、子供

たちとの交流の場を設け、高齢者の生きがいづくりや学習意欲を喚起すると

ともに子供たちの体験学習を支援するものです。ただ、一定の効果がありま

すが、支援者の数が年々減少しているということもありますので、支援の回

数を減らして実施するとの課題が残っております。現状値、実施回数と延べ

参加人数は、回数的には達しておりませんのでＢとしています。 

  ４１ページ、スポーツの振興ということで、市民の誰もがスポーツに参加

できる環境づくりの推進ということで上げさせていただいております。各種

スポーツ教室、それからスポーツ推進委員の協力を得て行っておりますが、

生涯学習スポーツの触れる機会等も提供している事業でございます。市民の

関心を醸成するため、魅力的なスポーツの教室や障がい者スポーツの紹介を

まだまだ検討していく余地があるということ、スポーツ教室の種目数が目標

値９種目でありましたが７種目しか紹介できていないということで、達成状

況はＢということになっております。 

  ４２ページ、こちらは文化財の保護と学習機会の充実ということで、文化

財普及活動を上げさせていただいております。バーチャルミュージアム事業

の推進、石炭記念館記録保存ＤＶＤ販売事業、文化財関係の公開事業・企画

展等の実施をしております。国史跡筑豊炭田遺跡群の整備事業を推進すると

ともに、学習機会の提供をさらに行っていかなければならないということで、

目標値、講座の実施回数、それから来場者数は大幅に上回っておりますけれ

ども、まだまだ活性化する余地があるということでＢの評価にしております。

以上です。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  本日、意見があればいただきたいと思いますけれども、７月２日の教育委

員会までにメールでも電話でも構いませんので連絡いただきたいと思います。 

  教育委員会事務局といたしましても、精査の必要な部分がございますので、

修正した場合は、郵送にて報告いたします。評価委員に提出するため、７月

２日には内容を一度確定したいと思います。７月中旬には、昨年同様、福岡
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大学の梅田委員、福岡教育大学の芋生委員のお二人から意見をいただきまし

て、９月議会に上程するため内容を確定させていきたいと思っております。

本日、意見がありましたらよろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  今、各課から点検評価について説明がございましたけれども、この後また

見ていただいて御意見をいただきたいところですが、今までのところで意見

がございましたらお願いいたします。 

 

○山内委員 

  各課の点検及び評価シートの最後に指標があって、指標の概要、現状値、

目標値、達成状況とあります。同じ一冊でありながら、これはＡじゃないの

というところがＣであったり、活性化していかないとか、基準がばらばらな

面があると思いますが、これは、数値目標として設定して、評価が目に見え

て分かるような形で示すために設けたと考えていいでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  山内委員が言われるとおりです。また、ご指摘のとおり、数値目標化しや

すい部分としにくい部分や、評価指標の内容も４課で統一されていないとこ

ろがございますので、調整のうえ、委員の皆様にお示しいたします。 

 

○山内委員 

  数値目標化したら評価しやすくなる部分もありますが、担当者はもっと意

欲があるのに数値として表に出てこない部分をどう補っていくかという課題

も出てきますよね。 

数だけでは解決できないところをどう補っていくかというところは、今後

の課題ですね。 

 

○山本教育長 

  ＡＢＣＤとあっても評価基準がはっきりしていないため、どう調整するか

というところが難しい状況です。具体的に言うと、例えば３３ページには評

価の概要で４項目上げて、それぞれに評価をして達成状況となるときには、

これがＡ、Ａ、Ｂ、ＢだったらＡになります、Ｂになりますといった基準が

必要がと思います。 

  評価する項目の数が二つあって二つがＡだったらＡ、二つのうちＡとＢと

なったらどっちといった基準ですね。 
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○中野委員 

  １９ページの奨学金の申請の評価で、目標に対して現状が一人少ないので

Ｂとなっていますが、奨学金を必要としない御家庭が増えたことに対しての

ＡとかＢではなく、奨学金を渡せる５人を達成しているかないかで評価が決

まるということでしょうか。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  毎年１５名にお渡しするようにしていますが、それが達成点でございます。 

１４名になったのは１名辞退されたためで、追加募集を行いましたが間に 

あいませんでした。 

 

○中野委員 

  奨学金を受けるための条件に当てはまる御家庭が仮になかった場合、その

ときもＣということになるのですか。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  その件については、検討させていただきます。 

 

○山内委員 

  教育委員会として１冊にまとめて出すので、同じ目で見られるということ

で、内部的に基準を統一する立場の人がいるという気がします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  評価基準、指標の概要などもあわせて、基準を統一するように検討いたし

ます。去年と大きく表記を変えたこともあり、事業の目標と取組状況、達成、

成果、課題などの書き方も各課ばらばらになっているところもあります。そ

の部分できるだけ統一して作り直し、委員の皆様に送らせていただきたいと

思います。 

 

○山本教育長 

  そのほかに何かございましたらお願いします。では、報告に移ります。 

令和２年度夏季休業期間の変更について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  令和２年度夏季休業期間の変更について報告いたします。 

  教育委員会の事務委任規則第３条に該当する可能性のある変更でございま
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す。本来、教育委員会に諮ることが必要な非常事態に相当する内容ですが、

事後報告となっております。 

  各学校長より、新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる臨時休業、令和

２年３月２日からによって生じた授業時数減に対する回復措置のため、直方

市立小中学校管理規則第３条第３項の規定により、夏季休業期間を令和２年

８月８日の土曜から令和２年８月１８日の火曜にする変更願が提出されまし

た。これについて、教育長が承認いたしましたので御報告いたします。これ

は学校管理規則を変更することなく、校長からの変更に関する事由を妥当と

し、期間の変更を承認したということでございます。以上です。 

 

○山本教育長 

  夏季休業期間の変更についての説明でございましたが、何かございますか。 

 

○山内委員 

  校長が承認願いを出して教育委員会が承認するという方法について、教育

事務所や管内の教育委員会と会議をして決められたということですか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  他市町との協議は行っておりません。ただ、直方市の弁護士に相談しまし

たところ、この案件は教育委員会に上程して決定するものであろうこと、今

回のような臨時的措置を、学校管理規則を変更せずに行った場合については、

報告をきちんとしておくように指摘されております。既にマスコミ等で報道

されているため、こういう報告に至ったという経緯でございます。 

 

○山内委員 

  ３月２日に学校を休業したときは、どういう方法を取ったのですか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  感染症に関する臨時休業に関しては教育委員会の権限でございますので、

教育長が通知を行ったというところでございます。 

 

○山内委員 

  私の意見ですけれども、管理規則という枠の中で考えると確かにこうなる

と思います。しかし、教育委員会はもともと学校の人的・物的運営に関する

管理権を持っている。つまり、教育委員会は直接学校の運営を行ってもいい

わけですが、それはできない。１５校に教育委員会が一つ一つ指示を与える
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ことはできないので校長に任せようと、校長に任せるとき一定ルールがいる

のでそのルールを決めてくださいよというのがこの管理規則なので、管理規

則があるからといって教育委員会の管理権を超えるものではない。それから、

学校の学期とか休業については教育委員会が定めるということは、学校教育

法施行令にきちんと明文化されているので、非常時の場合は各学校個別の承

認によって決めるのではなく、教育長の指示、通達で設定したほうがいいと

思います。 

  校長が願いを出して教育委員会が承認するという想定は、１５小中学校そ

れぞれの地域で個別の事案が発生する、例えば災害が起こったとか子供たち

が学校に来られないような状況が発生したとかいうときに、校長が独自で判

断できる余地を残すために規定されているわけであって、全市的に同じ状況

のところで出しなさいというのは趣旨になじまないだろうと思います。こう

いう非常事態のときこそ、教育委員会がリーダーシップを発揮するほうが、

行政のありようとしては望ましいのではと思います。私たちの願いを基に承

認してもらえるなら、私たちの意見が反映される余地があるだと、１５人の

校長それぞれ思ってそれぞれの事情を言い出したら、非常事態ではとても収

拾が取れません。校長の裁量権を少し増やしていこうという時代の流れの中

ですが、非常事態にはそぐわないのではないかと思います。以上です。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  おっしゃるとおりです。 

 

○山本教育長 

  校長が希望を出したらからではなく、願いを出してもらってそれに妥当性

があれば協議する、権限は教育委員会にあるということを示すため、今回、

願いを出させました。教育委員会の権限で決めたほうが明確でよかったかと

も思いますが。 

 

○山内委員 

  こういう非常事態は状況があまりに違うので、今回は、教育委員会がリー

ダーシップを発揮するときだろうと思います。各学校いろんな状況があると

思うので、これで願いを出しなさいと言われることのほうがストレスかなと

思います。 

   

○山本教育長 

  確かにその方がすっきりすると思います。ありがとうございました。 
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○山内委員 

  もう一点、質問です。教育長に委任されているので教育長の決定で構いま

せんが、今回の新型コロナウイルスに関してはとても重要な案件なので、教

育委員会が合議制だというスタンスに立てば、教育委員に意見を求める必要

があったのではないかと思います。報告だから悪いというわけではありませ

んが、協議事項としたほうが良かったのではないかという気がします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  今回の件は、教育総務課長と弁護士からも、臨時教育委員会を開いた方が

いいということは言われておりました。しかし、報道で流れていたこともあ

り、後戻しができないため、しっかりと報告しておかないといけないという

ことでこのような扱いにしております。管理規則を変更する場合は、当然教

育委員会の承諾が必要ですが、時間がかかってしまうということもあり、今

回、このような措置を取らせてもらったところでございます。今後、こうい

う事態の場合は、教育委員の皆様の意見をいただくようにいたします。 

 

○山内委員 

  東京都が夏休みを決定するときに、臨時教育委員会を開いたことについて

の報道がテレビ流れていたのをみて、これが本来ではないかと思ったので意

見しました。教育長に委任しているので今回の件はこれで構いませんが、内

容によっては、協議が必要ではないかと思うところです。 

 

○山本教育長 

  それでは、夏季休業期間の変更についてはよろしいでしょうか。 

  次に、市教育委員会学校訪問要項について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料６、令和２年度直方市教育委員会学校訪問実施要項について説明いた

します。 

  先月の教育委員会において日程はお伝えしていました。その後、連絡はご

ざいませんでしたので、その日程で決定し、昨日の定例校長会議において各

学校に通知いたしました。 

  目的については記載の三点、中泉小学校のみ午後の実施で、その日の午後、

教育委員会を行う予定です。 

  昨年度と違う点を説明します。まず、３年に１回の訪問でございますので、

公簿の点検もしっかりと実施しなければなりませんが、米印の１５学級以上
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の学校については、公簿の点検自体が時間内に終わりません。昨年度も行い

ましたが、不備が多い学校では時間内に終わらない事態になりそうでしたの

で、１５学級以上の学校については、前日もしくは後日に日程を設定してき

ちんと見ようと思っています。 

  訪問者につきましては、教育総務課長も参加するようしております。また、

前回の教育委員会の折に、こども育成課、文化・スポーツ推進課、課長もし

くは係長の参加もという御意見がございましたので、日程の中で可能な日を

調整して参加していただけるよう依頼していきたいと思っています。 

  内容については、記載のとおりで基本的に説明していただこうと思ってい

ます。授業参観については２グループで回るということになっておりますが、

１５学級以上の学校は回り切れない可能性がありますので、２時間の設定を

していただいております。 

  裏面に行きます。教育委員会の職員への挨拶につきましては米印、教育委

員会の挨拶は、代表として教育長が行うということで定めております。 

  懇談は６０分以内ということで、一昨年から指導主事も担当する部門につ

いての質問を学校にする形でおこなっております。 

  当日は、給食の準備をしていただいておりますが、実費になりますので、

記載の給食費を当日いただくことになります。 

  要領の内容については、以上です。また、中泉小学校は、教育委員会を行

うための時間調整を行っていることを、報告いたします。 

 

○山本教育長 

  市教委の学校訪問についての説明でしたが、よろしいですか。 

  では、資料７、８、９とこども育成課からの報告を合わせてお願いします。 

   

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例について、新型コロナウイルス感染拡大防止のための保育所

等が行う副食費支援事業補助金交付要綱、それから、直方市児童福祉施設等

における新型コロナウイルス感染症拡大防止のための体制維持補助金交付要

綱の三点について説明させていただきます。 

  まず、直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、資料７をお願いいたします。 

  これは、放課後児童健全育成事業、いわゆる学童保育事業の設備や運営に

関する基準を定めた条例となっております。今回の改正の趣旨につきまして

は、児童一人当たりの専用区画の面積について一人当たりおおむね１．６５
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平方メートル以上でなければならないと条例に書いておりますけれども、附

則の３項におきまして経過規定を設けております。この経過規定は、この条

例の施行後５年までをめどに必要な見直しを行うものとするとなっておりま

すが、今回、この条例施行後５年目までを８年目までに改定するものでござ

います。これは国が示す新・放課後子ども総合プランの期間に合わせて学童

保育事業の受け皿の整備を行うためのものでございます。こちらにつきまし

ては、６月議会に上程することを予定しております。 

  続きまして、新型コロナウイルス感染拡大防止のための保育所等が行う副

食費支援事業補助金交付要綱につきましては、資料８をお願いいたします。 

  先ほど予算の中で説明させていただきましたが、直方市の保育所において、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために登園自粛要請をかけた期間に登

園自粛させた３歳から５歳までの子をもつ保護者に、保育所等が徴収した副

食費を返却するための費用を補助する事業となっております。 

  続きまして、直方市児童福祉施設等における新型コロナウイルス感染症拡

大防止のための体制維持補助金交付要綱につきましては、資料９をお願いい

たします。 

  この件も予算の中で説明させていただきましたが、保育所、認定こども園、

幼稚園、学童保育所１カ所当たり１０万円を上限といたしまして、消毒等の

消耗品や備品購入費を補助するための事業でございます。新型コロナウイル

ス感染症拡大を防止しながら引き続き運営を維持するための補助金というこ

とで設定させていただいております。以上、よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  こども育成課から三点報告がございました。何かございましたらお願いし

ます。 

   

○中野委員 

  補助金の使い方についてですが、各学童施設の方が買われるのか、市が買

って納入するのかおしえてください。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  市で納入を受けてそれを配付という形ではなくて、一学童クラブ１０万円

を上限として委託業者で購入いただいて、かかった費用を補助金として請求

していただくようなシステムを考えております。 

 

○中野委員 
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  以前、学童保育所で掃除機を新たに購入することになったとき、かなり高

額な掃除機、四十数万円するものを購入されたそうですが、その購入先が代

表の方のお友達のお店ということで、保護者がすごい不信感を持たれたとい

うことがあったそうです。そういうことが起こり得るのか心配で今の質問を

しました。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  補助金を出す以上、運営者が１０万円の中で適切な内容で購入していただ

くよう確認してまいります。 

  これを買いましたという報告があったものが、この補助金要綱に則さない

ものであれば、補助金は出さないということになりますが、適正価格で購入

してくださいという指導はしていく必要があると思います。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山内委員 

  現実問題として、消毒用アルコールとか手に入るのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  少しずつですが、手に入るような状況にはなってきています。用途が違う

と思うのですが、次亜塩素酸ナトリウムとかハイターといった家庭用の漂白

剤といったものは安価で手に入りますし、手洗いのエタノールも徐々に手に

入るような状況になってきています。この分は、一応３月末までに御購入い

ただいた分を補助の対象になります。 

  今年度末までの補助金なので、手に入るときに手に入れていただいて、購

入できた分に対して補助金の申請をしていただく形になります。 

 

○山本教育長 

  よろしいでしょうか。では報告を終わらせていただきます。その他で、ま

ず、令和２年度第五地区教科用図書採択までの日程について、お願いします。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  資料１０－１を御覧ください。令和２年度第五地区教科用図書採択までの

日程について簡単に御説明いたします。 

  本日、定例教育委員会で教科用図書採択までの流れの確認をさせていただ
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きます。資料の３枚目を御覧になってください。これが本年度の北九州教育

事務所管内の教科用図書採択に係る各協議会等の日程です。 

  直方市は一番上、県教育委員会の下、各地区採択協議会と書いてあります

が、これは直方市と宮若市と遠賀町と小竹町の教育長に集まっていただいて

開催する採択協議会という協議会が持たれています。この協議会が、今、第

２回まで終わっていて、この後、第３回、第４回とあります。その左、選定

委員会というのがありますが、この選定委員会が明日開催されますが、そこ

でも教科書採択に関しての協議を進めていきます。 

  教科用図書調査研究協議会、これは、教育事務所でもまた、中学校の教科

書の選定に関わる協議会があります。それと各学校でも、中学校の教科ある

いは図書の選定をします。そういった会議体を一つにまとめたのが採択協議

会というところで、それが８月の上旬に開催されます。 

  各市町の教育委員会におかれましては、最初の資料１０－１の二つ目の丸

ですが、本日から６月３０日火曜日まで教科用図書見本本閲覧期間というこ

とになっています。資料１０－２を御覧になってください。 

  各委員で中学校の教科書を見ていただくようになります。阿部委員、山内

委員、中野委員と３名いらっしゃいますが、記載の表のとおり６月３日から

６月１６日までで半分の教科を見ていただいて、入れ替わって６月１７日か

ら６月３０日までは別の半分の教科を見ていただくというふうになります。 

当然我々指導主事、私も含めて全ての教科を見させていただきます。 

  その後、資料１０－１の丸の上から三つ目、次回７月２日の定例教育委員

会において、教育委員会として１５種目をそれぞれ３点の教科書に絞らせて

いただきます。その後、四つ目の丸、７月２８日に選定委員会、これは直方

市の事務局で行っています。８月３日に、採択協議会で、１点を選定いたし

ます。その選定を受けて、直方市教育委員会として８月４日の定例教育委員

会の中で１５種目それぞれ１点を採択し、採択したものを県教委に上げてい

くという段取りになっております。 

  採択までの日程を簡単に説明させていただきました。本日、教科書をお配

りするようになります。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  失礼します。教育委員の皆様には閲覧期間における教科用見本本の配付及

び回収スケジュールを配らせていただいております。それぞれ委員の皆様に

対応して表を作っておりますので、本日、山内委員にはお持ち帰りいただく

ように準備しております。山内委員と中野委員が同じグループで前半後半と

分けておりますので、御自宅まで取りに伺って、それから御自宅まで配送す
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るという形で配送いたします。御都合があると思いますので、時間について

は連絡して伺うよういたします。よろしくお願いします。 

 

○山本教育長 

  第五地区教科用図書採択までの日程ということの説明でしたが、質問がご

ざいましたらお願いいたします。 

 

○山内委員 

  スケジュールを見ると窮屈に感じます。去年は４人で２セットを回してい

たと思いますが、３人で１セットを回すからかと思いますが。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  仕分けをしていたら２セットありましたので、１６日と１７日で入替えを

するようにします。 

 

○山内委員 

  各教科の冊数が正しいのかなどを確認したいので、昨年いただいたものと

同じ一覧表をもらえないでしょうか。それに、各教科別の会社名の記載と、

現在採用されている会社の教科書に印をつけておいてもらったら助かります。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  分かりました。すぐに準備します。 

 

○山本教育長 

  そのほか何かございますか。では、７月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  ７月行事については大幅な行事変更がありまして、次の教育委員会にて８

月行事と合わせて報告させていただきますのでよろしくお願いします。 

 

○山本教育長 

  では、７月のときに合わせてお願いします。 

  会議録署名委員の指名について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

 中野委員によろしくお願いいたします。 
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○中野委員 

  はい。 

 

○山本教育長 

  以上で６月の定例教育委員会を終了いたします。 

 

 

 

 

（署名） 

        直方市教育長 

           

          山本 栄司 

 

      

（署名） 

        直方市教育委員 

         

          中野 昭子 

           

 

 

 


